
























































構造を明らかにした。その log 構造の解析に基づくと、Lth to leading log オーダーの











の leading log オーダーの計算でも、繰り込みスケールの取り方を変える必要がない。
また我々の計算方法に従えば、より一般的な複数のスカラー場を含む模型の場合でも、
繰り込み群で改善された有効ポテンシャルを導出することが可能である。 
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